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　現在大分県では地球温暖化防止とごみの減量化のため事業者・消費者団体・行政が一体となってレジ袋
削減の取組を進めています。
　平成２１年６月１日から県内のスーパー等でレジ袋の無料配布の中止が実施され、津久見市でも４店舗で
実施されます。
　マイバック運動は地球にやさしいライフスタイルを実践していくきっかけとなっていくものです。皆様の
ご協力をお願いします。

Ｑ．なぜ、レジ袋を削減するの
　県内では１年間に３億４千万枚、重量に直すと３千４百トンのレジ袋が使われていますが、レジ袋の
多くは一度使用されただけでそのまま捨てられ、ゴミになっています。
　また、レジ袋の製造・廃棄時には地球温暖化の原因となる二酸化炭素（ＣＯ２）が排出されている
ほか、レジ袋の使い捨ては貴重な石油等のむだ使いにつながります。

レジ袋無料配布中止協定店舗
・コープおおいた　１店舗

・マルショク　　　２店舗

・マルミヤストア　１店舗

◎問い合わせ先／環境保全課 環境対策班 ☎８２-９５１３

６月１日から「レジ袋の無料配布」が中止されます

マイバッグを
持ってお買い物に

行こう！

①マイバッグは、お買い物中は折りたたんで使いましょう！

②マイバッグは、
レジ袋の代わり。
レジを通ってから
開きましょう。

③いつでも一緒に。

お店の中では、
備え付けのカゴで
お買い物。

お店に備え付けのカゴは、
必ずお店に返却しましょう。

急なお買い物に備えて、
車の中やバッグの中に。

折りたためないバッグは、カゴに立てて入れるか、
底に敷いてくださいね。

カゴと並べて持たないでね！


